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司
匍

二
十
七
年
一
月
十
五
日
。
寝
睨

ぢ
下
う
向
に
港
て
㈲
催
さ
耽
へ

前
曰
乃
座
順
も
す
こ

島
老
寸
Ｉ
ク
ル
カ
新
し
い
８
　
生

を
琢
つ
よ
１
た
ｔ
可
靖
し
い
暗
天

に
弟
べ
乏
舵
・
出
訪
者
も
五
六
名

左
４
　
々

　

に
平
荊
＋
’
一
時
児
島
々
ん
丙

嘲
会
乃
辞
に
使
ゾ
ト
織
本
副

９
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。
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．
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澄
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４
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．
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０
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｀
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鸞
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叫
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Ｇ
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縫
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膏
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瓦
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右
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司
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右
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．
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ｉ
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ｙ
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友
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右
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司
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４
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▽
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ｙ
。
孫
島
１
２
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｛
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．
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司
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ｌ
・
ｔ
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Ｔ
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Ｒ
．
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．
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追
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⊃
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～
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ｌ
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ｙ
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９
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５
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膏
石
軽
域
言
句
引
程
度
で
実

現
し
た
い
で
す
ド
病
９
　
１
　
じ
て

屯
’
兪
乃
郷
１
　
を
望
亘

こ
の
穆
及
リ
サ
ピ
覧
ス
ぱ
、
寸

ス
り
ぺ
次
、
て
．
χ
ふ
ｔ
‘
’
．

私
達
見
有
に
は
止
痢
沈
に
対
す

る
不
満
・
？
専
火
左
岸
直
に
裁
わ

十
り
聡
で
コ
リ
ゴ
ソ
幸
乙
頌

’
回
公
あ
り
ま
す
’
七
っ
ヒ
率
直

｀心

こ
刀
新
５
　
ヤ
コ
ン
ダ
し
会

左
通
じ
て
、
払
達
恵
者
ド
祭

言
す
ぺ
々
て
す
’
そ
う
し
々
け

牡
ぼ
、
私
達
ヤ
薦
包
ぱ
、
快
く

几
八
勺
い
し
・
布
灰
ｉ
‐
‘
１
　
１
　
す
る

こ
と
に
出
４
　
な
い
と
匙
い
ま
十
。

毛
「
ヒ
和
や
か
に
率
直
に
.
i
＞
　
ｒ
　
＼
^

行
々
た
い
と
皮
い
１
す
。

一一
為万夜(乃

盲府手術

叛

御
沁
才
力
先
見
タ
ら
ｒ
-
　
ｒ
　
？
ベ
虫

社
穴
聡
炎
「
俗
に
盲
瑞
兆
つ
片
旨

手
衡
エ
し
て
く
吼
と
乃
勧
祠
４
の

電
飴
ボ
ホ
り
そ
し
て
す
ぐ
に
用
定

に
レ
一
９
か
か
‘
り
ｌ
し
た
。
’

手
術
ほ
院
長
と
副
院
耳
ゑ
械
の

少
々
リ
は
私
で
し
へ
そ
ぼ
て
坤

紹
仏
工
し
て
下
さ
⊃
九
矢
生
が
み
て

い
こ
．
し
ゃ
い
ｌ
‐
ｔ
几
．
５
ぶ

羊
偏
が
輿
裏
て
今
新
一
鄙
刀
消
毒

幄
換
麻
酔
が
す
之
、
い
と
い
よ
ご
へ

左
λ
飢
５
４
　
に
「
時
㈲
を
み
て

今
Ｂ
は
夕
４
・
ム
し
コ
ー
に
に
ｉ
つ
く

る
１
々
司
方
だ
か
’
～
脂
肪
が
i
≫
i
？
＼
'
-
／
'

て
損
だ
け
水
ど
し
と
先
生
承
句
、

し
-
V
’
　
r
ｆ
？
　
■
■
　
　
　
W
＼
　
Ｖ
'
人
今
時
計
■
Ｖ
Ｈ
ｒ
j
<

心
’
Ｋ
さ
乙
が
覧
を
・
た
る
、

院
長
レ
ー
詞
洸
長
と
？
于
訴
を
た

』
万
ろ
と
き
け
心
ず
副
９
　
長
か
碇

長
竃
助
今
に
し
て
し
ｌ
ｙ

忽
Ｉ
メ
ペ
が
入
μ
ら
水
た
．
副

９
　
長
は
血
管
丘
切
コ
レ
之
ど

ん
午
術
蚤
迩
為
で
好
く
．
湖
曳

左
い
ぷ
ず
院
長
は
土
血
し
て
行

く
血
ぱ
が
Ｉ
ゼ
ー
に
９
　
し
つ
く

心
で
出
血
ら
し
い
出
血
け
た
い

脂
肪
ぱ
相
当
一
屑
い
腹
膜
１
原

い
て
虫
祢
突
柘
左
ひ
「
ぼ
リ
凩

し
て
切
取
っ
た
、

　

「
何
今
か
か
Ｉ
た
々
・
Ｌ

　

「
．
五
分
亙

順
序
・
て
く
午
新
け
す
↑
ｔ
’
先

生
ヽ
万
と
奏
謹
婦
乃
峠
畷
ぽ
ぴ
っ

た
り
牟
つ
て
い
る
’
ぺ
千
、
ｙ
り

シ
よ
４
　
収
内
に
入
水
で
腹
戒
６

膜
皮
フ
を
縫
沓
せ
た
；
全
郵
Ｉ

伺
今
私
か
。
た
か
ね
Ｌ
時
計
を

筧
て
い
ろ
Ｓ
さ
ん
は
答
へ
た
・

吋
今
一
丸
ナ
肺
ｔ
高
十
今
ｖ
ｉ
／
す
ね
’

私
縫
砺
と
た
く
こ

し
て
う
れ
し
が
１
だ
、



ぶ入／６
弓し

い
p
-
r

-
Ｊ
ｉ
.

ぷ

々．

　
　

れ
’
Ｑ
Ｊ
ｆ
‘

　

４
　
ｎ
万
ゴ
ざ
蛸

頌
詞
Ｆ
Ｔ
ぶ
．
爺
Ｊ
．
了
子
‐
ン
ベ
．
べ
・

尨
４
　
に
廷
争
左
し
て
午
ｙ
ｔ
す

フ
衣
食
足
り
て
礼
節
・
宍
知
ぺ
ご

と
か
甲
す
そ
う
．
で
生
絹
、
１
　
下

● - ● ･ ＝

入

　
　
　
　
　

久

１
　
い
孤
立
に
Ｊ
新
声
・
を
頂
戦

致
し
Ｉ
し
た
万
嵌
■
-
･
■
v
t
ｇ

こ
体
見
流
し
ま
し
た
’
一

特
に
与
斯
し
・
た
弓
馬
v
ん
や
．

楓
径
ぐ
大
元
・
元
気
？
・
い
今
後
手
．

叉
．
兇
生
け
じ
め
烏
護
局
Ｉ
人

・
Ｉ
石
上
≒
■
.
'
:
ｔ
　
-
.
'
　
"
*
７
、
”
‘
Ｘ
、
、
．

う
～
Ｔ
毘
．
ご
う
‐
Ｉ
…
…

・
小
犬
辻
.
i
…
■
i
；
Ｕ
:
J
l
＾
-
-
^
＾
f

力
社
会
状
弩
々
ぱ
参
‘
乙
ｙ
ご
』
十
＝
ヘ
ニ
レ
づ
へ
ご
１
１
一
六

一
１１
１
一
・
．
‘
・
　
　
　
、
．
｀
・
．
‘
乍
り

ぼ
身
が
つ
ふ
■
ｒ
ｒ
'
ダ
ー
ド

　

∇
」
・

一
ｇ
と
縛
順
二
し
が
λ
、
う
ご
い
ご

‘
．
こ
Ｉ
｛
で
、
‥
感
ギ
ー

・
示
．
牝
ト
よ
ス
ノ
・
．
．

　
１
一
．
．
・
、
・
、
．
．
・
．
一
．
・
・

哨
く
ｆ
.
-
事
枝
Ｔ
に
い
Ｊ
ｊ
脆
ミ

　 　
天
辻
ご
に
心
一
司
慨
。

ｐ
い
大
廊
ｉ
放
し
’
回
レ
バ
ー
・
・
1
1
1
・
、
・
・
ｙ
１
１
一
一
’
七
〃
｝
。
‐
・
・
。
ま
。
・
。
・
‘
・
。
。
、
・

　

へ
。
谷

無
に
し
た
そ
う
・
几
友
価
よ
て
・
．
Ｉ
ヘ

崎
卒
お
許
し
Ｉ
か
ご
い
．
二
<
-
；
;
ｃ

ｄ
５
　
大
々
９
　
４
　
コ
ー
で
仁
イ
フ
す
と

雅
い
．
‥
ヘ
ヤ
り
弩
牡
Ｉ
～
・
し
～
Ｔ

戦
采
特
る
こ
Ｉ
ニ
ベ
ボ
ノ

　

ｙ
言

も
４
　
句
こ
肋
に
牛
サ
ノ
ご
じ
に
た

い
０
　
与
族
’
４
　
叫
見
Ｔ
‐
さ
ボ
ビ

肖
ク
町
覧
イ
キ
え
た

い
Ｖ
≒
’
．
‐
ゝ
．
１
　
刄
刹
ヤ
ガ

妓
１
か
や
．
竹
下
乃

・
Ｓ

竹
～
、
ず
２
　

を
八
。
５
勧
略
晨
左
右
４
　
町
致
し
秀

十
’
こ
＋
ｒ
'
-
ｒ
ｉ
２
.
＜
百
人
為
恙
者
を

か
か
え
た
に
ｆ
へ
各
１
　
に
萄
ｓ
で
太

だ
部
・
切
除
‐
ｔ
行
ぱ
ぢ
、
い
ｌ
せ
λ

コ
、
ミ
凧
５
丙
隨
勾
公
晟
振
り
志

に
こ
つ
へ
映
当
府
に
跳
し
て
聚
耳
く

玉
六
に
義
望
左
茫
ご
伴
ｌ
ｔ
人
。

－－－ - 一 一 一 一 － －

会欠席大

、ロヘ女ﾚﾄ’

　

ンｋ･､j／へ．

　
　

生
玲
ペ
・
陽
肪
病
院
ゝ

×

　
　
　
　
　
　

×

こ
つ
て
ふ
白
及
人
グ
ノ
ガ

　

幸
甚
で
ヱ
り
で
御
声
不
才
で

　

一
丿
爪
し
ミ
判
』
１
・
し
八
乃
ミ

　

芯
だ
吟
于
Ｉ
丁
が
・

　

脂
几
び
章
二
采
プ
士
岨
け
す
る
時
ド

　

Ｔ

一
々
匍
癩
い
Ｉ
で
ヽ
１
　
片
守
言
耶
Ｔ
Λ
に
陽
ら
］
に
胴
に
径
ぱ
ず
丁
呵

こ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
‘

　
　
　
　
　

寸
悪
言
二
≒
じ
プ
;
ｒ
.
ｊ
t
＾
-
.
v
'
/
い
’
１
　
こ
こ
（
暖

　
　
　
　

－
－
Ｉ
Ｉ
－
―
－
―
－
。
。
‐
―
－
－
。
。
．
Ｉ
Ｉ
。
…
。
４
‐
－
Ｉ
。
‐
。
－

!･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

J!

"---心ご

汗
生
七
元
気
で
十
「
だ
失

．
・
ｙ
‘
ゝ
・
‘
一
・
．
・
・
」
り
・
・
・
．
‥
・
・
Ｊ
彷
・
長
さ
人
に
‘
ｔ

－－〃 - I ■ ・ － 四

よ
ｙ
。
し
く
む
枇
え
Ｔ
さ
い

　

聯
ダ
ヅ
ミ
己

　
　

露
参
√
養
防
こ

　

Ａ

　
　
　
　

・
な

り
ト
午
飲
誠
に
耳
菜
ｙ
ノ

４
仁
‐
ご
ざ
い
＼
ｒ
ｆ
　
_
>
た
‘

で
私
も
碍
い
し
た
い
９
　

で
ヤ
ボ
、
何
し
ろ
退
院

稔
、
～
月
羊
位
ミ

「
必
伺
い
嵐
気
ず
残
念

に
屡
こ
た
を
り
ｌ
ｔ
会
？
万
口

に
恥
捗
向
に
へ
疸
で
戴
き
た
い
？
Ｑ

ご
ぎ
い
乏
す
が
会
着
？
万
け
に
幻
何

敢
し
Ｉ
ｔ
九
ら
良
い
で
し
よ
う
か

恥
沃
瓶
で
払
も
鳳
邪
ひ
お
５
ひ
か

ず
頌
岫
刀
き
っ
て
ご
ざ
い
ま
十
の

で
㈲
発
べ
下
さ
い
Ｈ
Ｔ
辻
．
噛
マ
ー
’

　

Ｉ

Ｉ・ ｜

に
宣
し
く
匁
伝
え
ぶ
き
り

汽
岡
弥
生
冨
宅
ぐ
蕎
こ

戟
々
で
す
ぶ
術
梅
£
に
年
辰
満
で

に
Ｍ
-
／
だ
｡
･
ｉ
.
j
;
＾
_
ｐ
>
ｖ
ｒ
i
j
-
ｇ
＾
!
し
た
ほ
い
Ｊ

が
良
い
と
!
!
＋
■
　
ｉ
Ｊ
＋
＾
M
.
｡
｢
-
'

>
７
!
き
ｔ
へ

Ａ
ｙ
’
Ｉ
’
ｋ
て
こ
町
」
り
｛
．
Ｔ
｀
ふ
１
。

胤
を
三

　

え

　

言
ぷ
心
・
√
碁
こ

’
゛
今
に
総
会
Ｑ
御
通
に
司
鴇
き

Ｕ

。
ま
し
Ｃ
有
�
ヽ
つ
ご
ざ
い
■
Ｖ
ｒ
ｆ

し
た
。
凪
席
し
た
い
け
れ
ど
、

足
冊

　

牡
は
伊
那
刀
谷
に
啼
邨

致
し
計
泰
や
Ｉ
段
け
て
『
町
り
ま
寸

故
残
令
な
が
Ｉ
べ
痛
致
し
ま
す

か
'
Ｊ
^
司
令
-
'
･
ｆ
う
９
こ
ユ
伺
い
筑

し
支
↑
ｊ
ｊ
陪
板
で
啼
・
節
吟

旭
も
々
く
吹
上
サ
エ
ー
。
か
り

と
ま
り
Ｉ
梢
頂
に
ま
人
て
い
る
Ｉ

ヽ
ｒ
-
ｉ
ｚ
'
ｆ
：
で
呉
ん
、
で
４
　
り
万
万

　

小
林
岩
回
り
〔
自
宅
、
ｆ
‐
脊
｀
一

-４





一
ｊ
－
Ｉ
Ｊ
■
1
1
1
1
1
1
1
1

し･んろ

１

次⊇
１ふ

は。

で戈
心

/

戸予防法

1ヒ

　　　

エ

　

Ｊを
ｰ‘ニーニニ'寸寸ア

つJ

　

■;■■-f　三　ご

　
　
　
　
　
　
　

．
／
‐
Ｊ

　

‘
ｙ
ｔ
ｊ
ｊ
・
し
に
■
-
＾
;
＾
'
^

　

宍
元
首
外
．
坏
背

‘
’
Ｊ
・
‐
柚
ｔ
ｌ
』
１
・
屡
．
心

：
Ｃ
ａ
　
-
t
u

■
■
”
　
＋
■
■

　

ペ
ト
フ
ノ
‘
○
丁
り
デ
う
・
‐
。
・
・
、

　

ハ
ー
ベ
ー
こ
こ
つ
グ
う
ハ
了
-
｡
'
＼
-
Ｊ

　

毎
。
順
又
汀
乱
９
　
、

　

壮
言
外
｛
い
・
・
・
・
イ
‥
‐
。
ぺ
。

岑
綱
自
ダ
ヅ
ー
‘
”
。

届
胆
に
砲
安
片
言
願
に

　

Ｔ
べ
な
賀
昌
堤
句
濤
痩

　

１
　
ブ
診
苅
七
Ｉ

　

二
元
蜜
ご
捷
芙
士
寸
言

　

四
最
辺
～
回
ｔ
ヅ
し
Ｉ
・
ｙ
』
、
・
Ｉ

　
　

Ｔ
ゲ
ン
の
ご
り
卑
互
。

　

耳
綸
こ
証
禰
零
又
け
９
　
火

　
　
　

吸
Ｉ
湧
蛾
善

之
力
ｙ
鼎
づ
づ
言
行
琉
偽
瑶
・
見

所
に
出
し
舌
①
二
心
既
所
で
。
回

当
二
戸
廬
１
　
登
ミ
０
　
ら
い
て
巾

傾
｛
７
。
不
～
・
ニ
Ｊ
定
‐
ｊ
．
こ
札

律
、
轟
拶
行
三
・
飛
・
‘
√
言
卦
一
字
と

ミ
戸
役
卵
ド
ー
ー
う
け
て
い
る
｛
ｔ

Ｔ
Ｊ
、
ヴ
・
フ

　

諸
兄
Ｊ
・
ヅ
。
い
ス
ご
ご
ナ

’
＞

I
　
.
■
『
?
;
-
１
ブ
エ
ｙ
’
』
｀
こ
’
だ
『
・
’
‐
’
‐
且
り
。
へ
C
i
　
･
Ｈ
･
-

　
　

｀
‐
：
”
”
■

-
^
'
^

V
　
　
’

　

ク
ご
’
こ
つ
由
好
７
子
袋
て
こ
ず
し
た

　

才
分
・
げ
こ
ブ
リ
ｙ
』
七
ん
。
そ
う
で

　

几
い
Ｉ
こ
上
拡
晦
忌
疋
ば
祥
慌
斟
‥

　

埓
か
ら
況
幡
に
討
Ｔ
う
咬
・
Ｆ
費

。
勁
よ
八
衣
粧
こ
戈
一
几
・
い
や
に
て

　

十
’

　
　
　
　
　
　
　

‘

　

東
京
裁
ヵ
１
　
　
５

　

予
防
三
こ
宅

　

陽
ｉ
ｌ
‐
一
１
’
。
ぐ
ら
つ
し
久
万
ケ
ヘ

　

い
呵
て

　

蛸
９
　
を
設
け
て
う
リ

　

‘
‐
・
・
‐
ネ
・
ム
・
ド
犬
べ
皿
に
し
て
Ｉ
吊
・

-

峠
つ
干
裏
き
こ
と
几
寸

■
■
ｒ
　
ｉ
ｙ
胎
ど
ソ
？
一
サ
こ
刈

で
す

几
人

ノ
。
ｊ
１

ド

≒男

べ庭信代亀ｉ

　　

にべ

仁とえい〕

　

ﾄﾌﾞ

n㎜--→-一皿〃二｡㎜---"-♂

昇
太
絹
丿
一

ヤ
乱
立
總
八
千
出
席
者
４

氏

　

え

江
沢
呆
犬

匈
源
支
子

長
九
‐
弘

忿
栃
１
　
長
大

加
聡
亀
舌

風
恒
昭
こ

ふ
’
馬
実

や
岡
剱
へ
こ

玉
尽
貧
音

鈴
尽
ヤ
代

犬
・
村
健
吾

笠
原
キ
之
子

’
１
新
体
月
日

減
４
　
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｒ
／
日

ｊ
ｒ
．
¨
ａ

福lｙ松特回具野
言言ドレ

ミ琵湊孚二誠一肩

ら
ド
橡
強

べ
山
力
汐

斤
―

　

戸
鍵
輿
子

　

蝉
戸
毎
春
一

　

富
田
沃
．

ブ
ヴ
ピ
ぼ
陪
に

以以ざ祐以

　

以Ｑ翼ぶ

　

坊以一片･４ぶ･ぷ，Q,ぶＪ-ぶＭ’ぶ4£４ぶ-l

　　　　　　　　

－

　　　　

皿

　　

●

　　

ム

　　

，

　　　

．

　

χ

　　

Ｓ°｀

　

ゝ

　　

｀

　　

・

　　

｀

　　

ｌ

　　

ｉ

7λJ

　

s

　

ぷ４々ツ/Qダん４

　

ぷぎＪ

　

ｇｊ｀ク参乱心

μ

　　　　　　　　　　　　

●

　　

●

　　

’

　　　

Ｓ

　　

”

　

●

　　

Ｓ

　　

°

　

Ｓ

　　

●

　　

●

　　

●

　　

’

々61/j ﾉ7えa/0ノ

　

/り

　

Ｊ９

哺石-ぶ琢ﾉ衣ｊぶ‘タノ､?ぷ

　

ｼﾞ･ﾉJ

百
畔
不
予

Ｇ
中
衛
牙

田
収
ッ
叉
ぷ
？

硲
延
音
蚕

　

一
・

も
<
M

場
田
欽
又

久
納
践
瓦

篠
原
登
支
尺

莉
ｅ
宮
内

小
島
豊
久

爪
石
良
知

馬
場
多
如
ふ

９
　
塵
丸
義

１
　
　
ぺ
追
矢

ご
み
佞
保

小
ｙ
；
　
ｓ
-
／
へ

戸
援
興
ふ

気刄琵４瓦μ４眺以収４･討4ﾀﾞ討･ぶ

　　　　　

Ｉ

　　

Ｉ

　

ｉ

　　

丿

　

●

　　

●

　　

¶

　　

Ｆ

　

●

　　

゛

　

・

　　

ｓ

　　

●

　　　　

ｊ．かZ //　ク　き　//一々４　な/Ｑ　ぷ寸

J２
孔

娩長長長長

駒曲胸陶叫心 4G./j//4J//4/４μぶ/享

　　　　　　　　

-ｇ-



rw‾

八/気ど

両側慨形刀

，。ノ
らどこＲＳ

強･ヽ才氷

1
1
肺
楠
蔵
Ｌ
と

万
有
‘
難
く
た
い
宣
告
を
受
け
こ
十

■ ･ | ・ ● ９ ＝ ･ ･ ㎜ - －一 一

5

-J XJ－･

日
目
域
れ
が
た
ん
て
あ
る
か
壬

も
知
ら
ず
手
術
お
上
に
横
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　

一
－
－
－
Ｔ
Ｊ

　
　

―
―

り
、
以
発
玉
き
づ
矢
い
っ
床
上

で
迎
へ
几
こ
度
目
否
止
り
１
　
　

へ
で
三
年
、
満
で
一
年
こ
こ
!
３
Ｃ

庖
漸
く
戸
養
牛
窓
も
板
に
つ
い
て

し
ン
凩
た
’
厘
へ
ぼ
ブ
昨
算
ｆ
展
柘
気

　

一

　

一
勾
こ
と
々
ど
夢
に
も
知
ら
ず

　

こ
冷
う
山
ひ
元
叙
道
１
　
　
リ
１
を

　

＼
　
＾
　
-
>
ｖ
／
-
寝
汗
と
４
　
痰
に
久
万

冬
診
断
す
デ
ス
ぼ
直
に
手
術
を

黎
す
る
と
、
翌
日
入
院
ヽ
へ
月

十
四
自
右
側
左
「
ベ
ッ
歩
り
Ｌ

暑
ｙ
ｆ
と
呼
吸
印
粧
で
欠
字
通
り

無
我
夢
中
、
美
尤
い
者
謹
坪
・
、
ヽ

ど
こ

淑
で
一
九
月
七
９
今
こ
欠

毛
終
心
感
毎
１
　
七
今
リ
≒
り
～

明
日
か
・
う
言
ソ
石
文
乃
戟
と
い

ｙ
時
．
そ
Ｉ
「
礼
ぴ
も
Ｔ
外
に
仁

で
消
Ｉ
孔
万
く

　

づ
言
二
俯
Ｉ
ご
い
ミ

吐
に
悩
乏
さ
牝
二
‐
三
予
．
恐
吟
Ｉ

洗
海
．
毒
ラ
ヘ
い
マ
ニ
プ
○
げ

へ
て
二
十
日
・
ｍ
．
で
グ
士
分
伴

十
Ｃ
こ
つ
り
し
ゲ
ル
性
対
句
１
　

襲
、
丸
瓦
其
の
宰
辿
る
人
ぐ
如

る
’
Ｊ
七
外
心
則
作
用
「
障
４
　
　
で

正
に
生
芒
几
卜
如
乞
惣
し
．
ゴ

ム
管
雨
具
名
１
頂
戴
捷
し
も
こ

こ
叫
丙
こ
と
で
友
る
イ
ヤ
リ
ナ

三
日
必
．
払
妬
乃
ペ
テ
リ
ブ
も
二
．

４
　
三
度
．
漸
く
牝
込
ｙ
ご
ド
果
へ

晦
コ
ヽ
か
ら
に
’
胃
洗
４
　
も
し

て
葺
へ
ぬ
と
い
ふ
心
乃
鷲
敢
か

ら
か
・
吐
く
こ
と
七
々
／
Ｎ
、

　

一
一

ヶ
月
位
で
殆
息
ど
豺
前
に
回
復

し
な
然
し
Ｘ
４
　
刃
結
果
は
左

側
ろ
賎
漸
も
先
飢
十
万
万
余

再
び
い
へ
吽
今
４
　
け
蕩
余
弁

も
似
采
て
、
１
　
に
処
１
を
受
宍

人
に
気
合
を
か
け
ら
札
。
勧
迂
１
１
る
こ
ど
グ
ｙ
よ
衆
説
態
も
｛

さ
れ
、
或
る
時
は
危
久
地
た
し
・
良
く
禄
ち
埓
だ
気
が
し
者
于
。

一一一一

胤
月
子
６
４
　
日
ば
か
り
は
エ
ン
ヤ
ー

ヽ
て
っ
恰
し
桟
う
で
～

　

一
路
敏
か

家
こ
こ
ら
三
］
句
隨
庚
Ｉ
ｔ
'
　
'
　
　
　
'
-
ｙ

丙
上
に
七
大
八
…
…
に
．
、
・
』
一

’ 四
’
Ｊ
‘
、

１ １
｝
・
・
’
｛
い ．・呉
・
”
・
ｔ
・
・
’
・
へ
’
≒
ｙ

Ｌ
・
こ
く
牡
．
礼
Ｉ

　

乱
民
同
心
ご
．
’
ず
に

悟
っ
’
綺
Ｉ
々
ヤ
ニ
テ
丘
８
　
低
し

こ
こ
に
双
る
Ｉ
ド
・
・
衝
『
-
"
■
■
ｒ
　
x
.
-
ｒ
^
-
抑
特
．

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

一

ご
へ
ぞ
ロ
と
慎
み
い
４
　
重
「
低
で

・

し
べ
「
志

″

と
筏
に
ぐ
人
／
＼
大

言
～
．
．
十
プ
石
心
二
心
玉
」

‐
こ

・
、
ロ
と

発
柄
当
峰
を
上
蜀
り
４
　
　
吸
検
を

し
今
迄
９
協
、
培
養
四
回
４
　
１
　
遮

を
迫
蓉
喰
付
几
い
き
？
呑
一
ご
く

よ
・
５
／
べ
歩
万
続
け
ご
い
秀
ヤ
～

日
二
庖
う
受
９
　
に
電
章
に
バ
ベ
に

七
ま
牡
苛
立
っ
く
乞
ひ
と
几
び
そ

力
扉
を
混
声
に
諭
ダ
冶
け
う
か
巴

き
生
今
ど
し
ん
足
ぱ
恰
も
織
寂
病

院
勾

・
磨
鰍
乃
如
く
頌
萄
凭
を
几
１
　
　

上啓装４Ｊﾚ･Sｔ＆

JＪ’
-四--¶－－四－

「__‥_＿＿＿＿＿＿I._I,.

う
て
ハ

会
長
「
√
さ

一
ヽ
足
之
ｒ
　
　
-
"
"
く
ヽ
当
方

‘
一

向
う
は
ろ
万
戈
ヽ
Ｃ
‐
雨

人
‐
’
つ
マ
人
９
　
１
相
今

に
青
柳
両
切
厦
左
？

　

そ
卵
ダ
ー
昨
年
角

ハ
乃
牙
で
「
加
貳
ぞ
ヽ
を
だ
っ
た

「
。
乱
１
　
　
八
万
人
か
怖
九
九
八
万
・

「
て
ん
で
・
恩
ふ
に
貳
「
呆
午
が

々
く
『
「
ス
ー
マ
町
、
一
次
ッ
て
う
で
Ｉ
ハ

ら
恥
Ｌ
そ
こ
そ
よ
ろ
一
汗
町
み
Ｉ

小
吹
り
亀
ず
百
万
プ
ニ
ｙ
う
哉
。

五
十
？
て
膳
哀
尚
院
ご
お
い

覗
ご
百
中
夕
日
下
七
万
衣
ッ
や
。
ひ
・
よ

ｉ
？
χ
；
士
Ｉ
恰
凛

　

如
上
賢
さ
心
「

１
尚
り
万
口
ゾ
り
Ｉ
賢
が
忿
へ
‥
二

壮
に
な
宍
私
り
う
に
几
り
言

当
行
み
Ｉ
こ
に
ユ
グ
、
莱
今
ｊ
ｌ
・
』
“
。
い
１
１

一一一一一－ -

え
て
我
々
左
胞
じ
て
く
漑
る
’

　

へ
ふ
た
て
ろ
靉
和
他
力
会
艮
と
し
i

句
右
こ
Ｇ
花
H
.
何
片
迂
で
も
教
る
一
で
適
獄
一
～
で
才

こ
と
り
‥
慨よ
ド
レ

▽
ｔ
［
今
リ
り
慨
さ
ぼ
会
昌
そ
生
］

- r ’ 一 皿

冷
々
７
　
｛
挺
雨
気
い
を
談
相
午

に
な
「
て
く
机
る
だ
・
Ｉ
”
ノ
一

初
代
会
長
う
戻
斗
１
い
つ
Ｉ

　
　
　
　
　
　

｛
児
島
ゝ
一

クー･¬



λ／６、ぷ

.1

･●

理で蛸いそとしに＆のへか為几n ’7｀･りく　．　　　　　　･･
俄乃り乏与ぷ１申ぱで刹冶晩たご）あま裁･　み.4　　　　－ヽ采
物言叉員ﾚ且且特しﾚﾄﾞ

京うにｽﾑ
岸

牡づ且且特記贈バパド⑤

兪六万

で

の政之iり逗しフ）＾ぅ’でハ
応剛ス鎖鍵だ･誤厄,たしににごい象尋し役者遜が’ふJ）-（私公士、

でで･同リ）しが･を-は瀕文中写1ﾚか人､ねた出さ院高
覧飴いご乃、りｺ

し煎じこ（　｀豆.唾肩　゛し乃らずて乃ヴ）んさい･7｀）脊た元　４
宍ｔ病とし聡し然で釦ま病為政みで今がせ4ヽ方才高址

核

　｀病院はｊ局てと私本す睨置7匹l　刻･あてら征が睨ゐｉ

吋４１を瓦３ん４ただ力だ許蛸４こ芝居かし-れ川干潟奉伺;
元うだ将場だ句」　’七万pしり午しろ叱りＴﾌﾟ≒－｀手三斯や
歩｀奇々かよ身す右乃斐今に衛だヤレし！才六li 4荷りっ）大、
｀生だ将か勺t）はと両早も運頼を　宍L亜し焉句粂レを巴斎ヮ）
皆七は･八宗で方　ニを々れ４しそ爆早瓦る倆ﾘ･将抱.右殺虫
及後赴だ人乍位笥剔大くで込こ！七眠價かヽ詣でマ否乃庖同
万９いり，．ｩ）ボIなめを今今し人く叫へ他そ４奮恂ヽ捨し于だが
偕場とで言東とご･ﾌ）よ前々たでれに、庖午、’）に入そ持採十っ痢
人、合,光し･こた砥瑞くに仝｀釆とﾉiく缶巾とはゾ1こめたり
よは言ｌ促人じふ奇陶く牝ま泣リた･ぃこ弊｀と戈田に乃Ｔ

り加えうはとてi;r-#さヮ）今し方禦’1廬次騏一1涙･けづｙｔで岸
丿新私４かざじな粟ご．｡･,Ｌｊ奎ずたつメで八今し位ヽ〕こ拍１誕
生ﾉ、しら５りかた･てし這廬‘く蔵などにへ.人’lそ弔｀ﾘが価

ﾔ付 －、今不立ちには･に友こが石しくな所知
嫌日ら池艦万廠のとャ　’けｉヮ）錯･局俸
嘱時ぬたで塾いこ割＼ふほう向果を/7）’
屈λ、遠征し　｀病とげご、瀕ん・一貫と、誉彿
晩ご-痛者よ追受とこのこ－み　白八視主
゛￥1iのふいで思いこぽ４　埓つしな
　ｉ俳言ぶ馬市いかビ沢か　　と々だ丙
石高ヽヤ左　呂生ずまはかヽ山斤　ご7）たに
　:5べ尋飽ずらすよらあ実　うでめ隨
原。４さ座く　５貳:4,かく汚辱倒　　ペヤに彩
　･，でし迄丙祢藷有１こで　?･，ペニｙ
が＼うす　｀恚け中扶分く叱工　　ご全ん¨

≒聯だ麿して自ﾚ　左
１づぃがらで載1･次もヽ
うら　｀上旬い博子ね
E見も･未でりてさ･にが

大豆だけ１琲ﾆ.んはい
八ぃ姶　｀すッか｀軟
。に眼＆．禰ら医し
ま嘔ぬに　将そ者･１
し司レきな　真鍋’す
ょ蚤びり　　ｔ　とも　’
う引し１　　針=貧者
゛かぃ　し　　、角/ぃ　｀

へてちにににゎｫこごけゐ.廠よ土ﾌﾞ
ぃずるや゛令子だとヅはちぶ咽寸
ｬﾂﾞ寸土千

丁牝牡∧牛窓

-


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73

